
ノーサイドの精神～全校集会より～ 

 

１０月１日（火）、深くなってきた秋のイメージを問いかけてみました。「読書の秋、スポーツの秋、芸術の秋、

食欲の秋、増税の秋･･･」生徒たちからは様々な反応がありました。その中で、つい先ごろ番組が終了した『ノー

サイドゲーム』（池井戸潤）を材料に校長先生から次のような講話がありました。 

 大きな会社の中で、低迷しているラグビー部が再起し、リーグ優勝を果たすストーリーで、中でも、『ノーサイ

ドの精神』について、熱く語られました。力の限り相手を負かそうと戦った者同士が、ノーサイドの笛とともに

“敵味方なく”互いをたたえ合う、それがラグビーの魅力。観客席も互いのチームを応援する人々が混じり合っ

て応援しており、試合終了と同時にお互いの健闘をたたえ合う。この精神に学びたいとの話でした。 

 養護教諭の岡山先生からは先日とった「生活習慣アンケート」の結果の報告と指導がありました。中学生と比

べて、小学生の寝る時間と歯みがき習慣、朝食の喫食率が低いのが気になる。「朝食を食べること」で体温を上昇

させ、体調を安定させ、活動のエネルギーを蓄えることの大切さとしっかり「寝る」ことで心の安定や体の成長

がはかられるという話で、小学校低学年の子ども達にもわかりやすい説明でした。小さい頃から自分の身体は自

分で守る（中学生になったらコントロールできる）習慣をつけてほしいものです。 

 文化面、体育面でたくさんの人が表彰されました。よく頑張りましたね。おめでとうございます。 

 

 


